
 

 

 

 

 

 

 

 最新ｕｐｄａｔｅ版に対応する 

  ＣＴＲソフトウエアのｕｐｄａｔｅ 

  CTRConversion2022 Ver1.20 

 

 

  ２０２０年１月１日以降出荷されたＣＴＲソフトウエアの自動 update 

  ２１２０以前のＣＴＲソフトウエアの場合は問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２年０１月２５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



 １．概要 

 ２．ｕｐｄａｔｅの対象でないＣＴＲソフトウエア 

  ２．１ Ｖｏｌｕｍｅｓｅｒｉａｌｎｕｍｂｅｒを検出しない 

  ２．２ Ｖｏｌｕｍｅｓｅｒｉａｌｎｕｍｂｅｒが一致しない 

  ２．３ 期間限定を設定 

  ２．４ 期間を確認する。 

 ３． サポートされている CTRソフトウエアのｕｐｄａｔｅ 

  ３．１ Conversionを行う。 

  ３．２ 新しいホルダのＣＴＲの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 CTRConversion2022(Ver1.20)は、現在サポートを行っている最新 CTRソフトウエアのｕｐｄａｔｅを 

 行います。 

 ＣＴＲソフトウエアの見分けは、最新 VersionCheck.jar プログラムで判断できます。 

  

 Ｖｏｌｕｍｅｓｅｒｉａｌｎｕｍｂｅｒが一致している場合を対象にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ｕｐｄａｔｅの対象でないＣＴＲソフトウエア 

 ｕｐｄａｔｅではなく、期間限定で評価可能 

 ２．１ Ｖｏｌｕｍｅｓｅｒｉａｌｎｕｍｂｅｒを検出しない 

  

   

 ２．２ Ｖｏｌｕｍｅｓｅｒｉａｌｎｕｍｂｅｒが一致しない 

  

 

  

 

 



 ２．３ 期間限定を設定 

 最新ｕｐｄａｔｅ版を downloadし、C:¥newCTRホルダに CTRをコピーする。 

 DownloadしたC:¥newCTR¥bin¥CTRConversion2022.jarをC:¥CTR¥binにコピーし、立ち上げる。 

  新しい CTRホルダを選択し,Conversionを行う。 

  

 ２０２０年以前のシステムでは以下の画面が表示されます。 

  

 ｄｏｗｎｌｏａｄを行ったＣＴＲソフトウエアの VersionCheck.jarで既存システムのチェックを 

 行った結果をファイルにｓａｖｅし、ｍａｉｌに添付してください。 

 対応致します。 

 

 

 

 



 で C:¥newCTR¥CTRを選択し、 を行う。 

  

 

 C:¥CTR¥home.TXTファイルに C:¥newCTRが書き込まれます。 

 

 ２．４ 期間を確認する。 

  

  

  評価期間は３か月に延長されています。 

  ショートカットは、新しいＣＴＲに設定する 

 評価期間を過ぎた場合、C:¥CTR¥home.TXTを削除で、元のソフトウエアが使えます。 



３． ２０２０年１月１日以降、サポートされている CTRソフトウエアのｕｐｄａｔｅ 

 C:¥newCTRCTR¥bin¥VersionCheck.jarで確認 

  

 

 ３．１ Conversionを行う。 

 C:¥newCTR¥bin¥CTRConversion.jar を C.¥CTR¥binにコピーする。 

 で新しい CTRホルダ選択、 を行う。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 



 ３．２ 新しいホルダのＣＴＲの設定 

 で C:¥newCTR¥CTR選択、 を行う。 

  

 C:¥CTR¥home.TXTに C:¥newCTRが書き込まれる。 

 ３．３ newCTRの確認 

  

  



 シュートカットを新しいＣＴＲに設定する 

 

 ＣＴＲソフトウエアが納品以降に新規追加されたソフトウエアでは、 

 期限付きの場合もあります。 

期限付きのソフトウエアも存在します。 

   

 

 又、新しく追加した機能が使えないこともあります。 

  


